
 第５回石川県食文化推進本部会議 

日時 11月 11日(火) 13時 00分～14時 00分 

場所 県庁 1110会議室(オンライン併用) 

  

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 本部長挨拶 

 

３ 文化庁御挨拶（オンライン） 

 

４ 加賀料理について 

 

５ 今後の取組に関する意見交換【非公開】 

 

６ 閉  会 

 

（配付資料）  

資料１ 石川県食文化推進本部名簿  

資料２ 加賀料理について 
 



石川県食文化推進本部 名簿 

 

 役 職 氏 名 

本部長 副知事 徳 田   博 

本部長代理 商工労働部長 西 村   聡 

本部員 

総務部長 
高 橋 実 枝 

（代理：次長 原 敬 ） 

能登半島地震復旧・復興推進部長 新田町 弘 幸 

企画振興部長 矢 後 雅 司 

文化観光スポーツ部長 戒 田 由香里 

農林水産部長 吉 田 健 一 

教育長 酒 井 雅 洋 

 

オブザーバー出席者 

文化庁 食文化推進本部事務局長     武 藤 高 之 

市町  金沢市   経済局長      上 寺 武 志  営業政策監 髙尾 昇平 

   七尾市   産業部長      中 村 吉 成 

   小松市   農業水産課長    吉 本 宣 幸 

   輪島市   産業部長      永 井 一 成 

   珠洲市   観光交流課長    田 中   薫 係長 天満伸幸 

   羽咋市   産業建設部長    前 田 剛 克 商工観光課長 寺井 賢成 

   かほく市  地域政策部長    千 田   聡 地域創生課 主査 村西 研郎 

   白山市   産業部長      大 藪 清 史 

   能美市   産業交流部長    中 川   真 観光交流課長 前田 あす香 

   野々市市  地域政策部次長 

兼地域振興課長   木戸口 浩 士 

   川北町   産業経済課長    奥 村 栄 一 

津幡町   産業建設部長    本 多 延 吉 

   内灘町   都市整備部長    宮 本 義 治 

   志賀町   商工観光課長    大 家 英 明  

   宝達志水町 商工観光課長    長谷川  能 之 課長補佐 河端 晶 

   中能登町  企画情報課長    岩 田   正  

   穴水町   観光交流課長    小 林 建 史 主任 山岸亜紀 

   能登町   教育委員会事務局長 河 崎 恭 子  

能登町ふるさと振興課長 向 井 豊 人 

※一部代理出席有 

資料１ 



加賀料理の国無形文化財への登録に向けたこれまでの取り組み
資料２ー１

商工労働部

ー１－

◆ 藩政期から受け継がれてきた本県の食文化は、「文化立県石川」を構成する
重要な要素であり、国内外に誇れる本県の大切な財産

◆ 令和５年４月、文化庁の動きに呼応し、部局横断で食文化推進本部
（本部長：徳田副知事）を立ち上げ、具体の取り組みを実施

◆ 「加賀料理」については、令和５年から、文献調査や料理店に出向いた現地
    調査、アンケート調査を実施し、本年５月に調査結果をとりまとめ、文化庁へ
    へ提出

本年７月末、文化財登録に必要となる保持団体として、料理人等約６０人
で構成する加賀料理技術保存会が設立（事務局は県が担う）

１０月２４日（金）、文化審議会は、 「加賀料理」を国無形文化財へ登録
するよう文部科学大臣に答申し、年内に答申どおり登録される見通し



加賀料理の文化財的価値
資料２ー１

商工労働部

・ 加賀藩と武家に由来する治部煮などの「料理」

・ 料理を引き立たせる九谷焼や輪島塗など伝統的工芸品の「器」

・ 掛け軸や花で節句や季節を表現するなど、お客様への「もてなしの演出」

加賀料理の品目 輪島塗 料理屋のしつらい女将による出迎え

これらが一体となった、いわば総合芸術

＜京料理との違い＞
「公家ではなく、加賀藩と武家に由来する料理」 「地域の伝統的な美意識に沿った華やかさ」

ー２－



県では、今後、加賀料理を次代に継承するため、「若手料理人の確保・育成」や
「加賀料理の魅力発信」の取り組みを、加賀料理技術保存会とともに実施

若手料理人の確保・育成

学生や、料理店で働く若手を対象に、

〇ベテラン料理人との交流会の開催

〇実際の調理の技を学ぶ研修会の開催

親子など幅広い層をターゲットに、
〇記念フォーラム（令和8年1月24日(土)）の開催
・著名な料理人によるトークショー

    ・料亭の女将や学識経験者が加賀料理の未来を
語るパネルディスカッション など

〇PR動画や、いしかわ伝統工芸フェア
（令和8年2月6日(金)～8日(日)）での特別展示

加賀料理の魅力発信

ベテラン料理人による研修（イメージ）
ー3－

大阪・関西万博での展示

加賀料理を次代に継承する取り組み（R7当初＋6月補正）
資料２ー１

商工労働部



〇旅行会社１８社が参加
→加賀料理の魅力を紹介、旅行商品の造成を働きかけ

<エクスカーションの実施（10/28～29）>
金沢市内の老舗料亭において、専門のスタッフが解説する、

器や道具の特別展示のプログラムを体感

〇 加賀料理を組み込んだ旅行商品の造成を支援

検討中の今後の更なる取り組み（案）

いしかわ旅行商品プロモーション会議（10/27）

加賀料理

会議でのプレゼンの様子

加賀料理の無形文化財登録を契機として、
加賀料理を活用した旅行商品造成を支援し、観光誘客の拡大につなげる

加賀料理を活用した誘客の取り組み
資料２ー２

文化観光スポーツ部

ー4－



R7

R8以降

これまで、重要無形文化財の指定は、「芸能」と「工芸技術」の２分野に限定

２ 重要無形文化財の保持者又は保持団体の認定基準

○保持者
（１）重要無形文化財に指定される生活文化（以下単に「生活文化」という。）を高度に体得している者
（２）生活文化を正しく体得し、かつ、これに精通している者
（３）二人以上の者が一体となつて行う生活文化について、これを高度に体得している者が構成している団体の構成員
○保持団体
生活文化の性格上個人的特色が薄く、かつ、当該生活文化を保持する者が多数いる場合において、これらの者が主たる構成員となっている団体

１ 重要無形文化財の指定基準

生活文化（文化芸術基本法（平成十三年法律第百四十八号）第十二条に規定する生活文化のうち無形の文化的所産をいう。以下(２)
及び(３)において同じ。）のうち次の各号の一に該当するもの
(１) 芸術上特に価値の高いもの
(２) 生活文化に係る歴史上特に重要な地位を占めるもの
(３) 芸術上価値が高く、又は生活文化に係る歴史上重要な地位を占め、かつ、地方的又は流派的特色が顕著なもの

■年内めどに発効（官報告示）

■文化審議会で答申（10月）

「重要無形文化財の指定並びに保持者及び保持団体の認定の基準」に 「生活文化」の基準を追加

■基準をもとに文化庁で検討、分野・候補を選定

■「食文化」を含む「生活文化」を重要無形文化財に指定し、保持者（いわゆる人間国宝）を認定

資料２ー３

教育委員会国における重要無形文化財の指定の追加（生活文化関係）に向けた動き

ー5－



金沢食文化月間について

令和７年11月11日

金沢市経済局

資料２ー４

金沢市

ー６－



（１）金沢食文化月間の主な取組

○金沢食文化月間オープニングセレモニー（10/1）
食文化月間開幕にあわせ、和菓子や押し寿司、日本酒等をふるまうイベント

○金沢甘えび美食めぐり（10/1～31）
人気の和食店が創作する金沢甘えびの料理を味わうフェア

○伝統料理体験 お寿司セミナー（10/13）
ハレの日に食されてきた金沢伝統の「押し寿司」や「細工寿司」の調理体験講座

○専門学校生による新メニューの開発プロジェクト（10/18/19）
金沢食藝研究所と県内調理師専門学校の学生が連携し、
学生の視点で郷土料理をアレンジした料理を考案して食の祭典に出店

○かなざわ食育フェア（10/18）
野菜を使った簡単レシピの調理デモンストレーション＆試食や体験を通して、
楽しみながら望ましい食習慣への理解を深める

○「わがしアイディアコンテスト」一般投票（10/1～31）
市内小学校４～６年生を対象にオリジナル和菓子のアイディア・デザインを募集

専門学校生メニュー開発

味わう

つくる

学 ぶ

オープニングセレモニー

お寿司セミナー

ー７－



ー８－



（２）食の祭典「KANAZAWAおいしいフェスタ」

期 間 令和７年１０月１８日（土）・１９日（日）

会 場 しいのき迎賓館・しいのき緑地、金沢市役所第二本庁舎 ほか

内 容 市民や来街者に金沢の豊かな食文化を体験できる機会を提供する

飲食ブースやマルシェ、ワークショップを実施

ー９－



飲食ブース ・金沢の郷土料理をアレンジした料理や、地元食材を使用したオリジナル料理、

地元酒蔵の地酒や地元で製造されたアルコール類を提供

・若手店主、若手経営者の店舗を中心に出店

「鯛の唐蒸し」のアレンジ料理 「なすそうめん」のアレンジ料理 金沢甘えびを使用した料理

若手店主による出店 専門学校学生とのメニュー開発 地酒や地元製造のアルコール類

ー１０－



マルシェ ・伝統的な生菓子や、実演による和菓子の販売

・地元食材・調味料をつかった商品等の販売

「五色生菓子」         和菓子の実演

地元の和菓子や発酵餡を使用した商品 「金沢かがやきブランド」認定商品

ー１１－



能登復興支援 ・お菓子や干物、調味料など、能登の地元商品の販売

・和倉温泉の旅館で愛用していた器やカップの販売

・能登の商品を販売するキッチンカーの出店

能登の商品 能登のキッチンカー

旅館愛用の食器

ー１２－



フォーラム

「はるあんと探す 金沢のおいしいヒミツ」

登壇者 はるあん 氏（料理家、動画クリエイター）

・ YouTubeチャンネル登録者数100万人
 Instagramフォロワー19.2万人

・加賀野菜を使用したオリジナルレシピ動画を配信中

内 容 加賀野菜を使用したレシピ制作の体験談や
外から見た加賀野菜の魅力について

五郎島金時のレシピ動画
「さつまいも最高！お芋好きのための大満喫レシピ３品」
はるあん 氏 YouTubeチャンネル

（https://www.youtube.com/watch?v=vO5DudRbvqg）

ー１３－



●和菓子づくり＋茶道体験

・和菓子づくりの体験講座（一部、茶道体験を組み合わせ）

 和菓子： 上生菓子づくり、生落雁づくり

 茶 道： お点前披露・茶道体験

・対 象 ： 親子

・協 力 ： 金沢大学 茶道部

●お醤油搾り体験

・大野醤油の体験講座

・対 象 ： 子どもから大人まで

●糀のお漬物作り体験

・野菜を糀に漬ける講座

・対 象 ： 子どもから大人まで

ワークショップ

ー１４－


